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－R&Dの成果をマーケットへ－

1m）の携帯端末や情報機器を接続

するヒューマンエリア・ネットワー

クが求められています。NTT研究

所が開発したRedTactonは無線

LANやBluetooth、赤外線（IrDA）

といったこれまでの近距離通信技術

とはまったく異なる、体の表面に発

生する電界による新しいヒューマン

エリア・ネットワーク技術です。人

の体を伝送経路として、RedTacton

のトランシーバ（送受信機）に触れ

るだけで最大10Mbpsの高速近距離

通信を開始し、離れることで通信を

終了します。図２に示すように、

RedTactonデバイス（送信機）が、

人の体の表面に微弱な電界を発生さ

せます。体の表面を通じて R e d

Tactonレシーバ（受信機）に到達

した微弱な電界は、電気光学結晶の

光学的性質を変化させます。この変

化の度合いを、「フォトニック電界

センサー」によって検出し電気信号

に変換するという仕組みです。人の

体だけでなく、金属や水といった導

電体や、ガラス・壁、木材などの誘

電体を伝送媒体として使用すること

ができます。このため、衣服や靴な

どを介しての通信が可能であるほ

か、身近にあるものを利用して、低

コストで手軽に通信環境を形成でき

ます。

■■■既存の近距離通信技術と比べ、

■■■朝日プロデューサは、近距離通

信の革新的技術であるRedTacton（レ

ッドタクトン）をプロデュースされて

いますが、そもそもRedTactonとは

どのような技術ですか。

朝日 あらゆるものがネットワー

クにつながるユビキタスサービスの

実現には、インターネットやLAN

に加え、人の行動範囲内（ラスト

体の表面を伝送経路として、
最大10Mbpsの通信が可能に
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どのような点が優れていますか。

朝日 より優れた通信性能と、デ

ジタルデバイドの解消を含め、優れ

たユーザーの利便性を提供できま

す。通信性能については、最大

10Mbpsの速度で双方向のリアルタ

イム通信が可能ですし、伝送路が体

の表面であるため、混雑した空間で

多くの人が同時に利用しても通信速

度は低下しません。また、触れる・

握る・歩く・踏むといった人間の自

然な行動との連動性など、利便性の

面で非常に優れています。

■■■2005年２月の発表時に、共同

実験のパートナーも募集されました

が、反応はいかがでしたか。

朝日 RedTactonの３つの特長

（触れるだけで通信、高速・双方

向／同時使用しても帯域が落ちな

い、伝送媒体を選ばない）を活かし

た様々な応用分野が考えられます。

このため外部パートナーとの共同フ

ィ ー ル ド 実 験 な ど を 通 じ て

RedTactonの事業化を進めていくこ

ととしました。RedTactonのホーム

ページ（http://www.redtacton.com）

を通じて、共同フィールド実験のパ

ートナーを募集したところ、1,000件

を超える問い合わせをいただきまし

た。内、7割以上が海外からです。

実験の申込みは、国内外から多数い

ただきましたが、RedTactonトラン

シーバのプロトタイプの数に限りが

あるため、数件に絞らせていただき、

実験を行っています。

■■■引き合いとして、どのような応

用分野が多かったですか。

朝日 ユーザーの状態や趣向に合

わせたOne-to-Oneサービスや、プ

リンタに手を触れて印刷したり、握

手による電子的な名刺交換などの直

感的な操作を応用したサービス、携

帯電話やPC、車のパーソナライズ、

PCをテーブルに置くだけでネット

ワークに接続できるサービス、さら

にはセキュリティなど、様々な応用

分野が考えられますが、中でも触れ

ることでユーザーを自動認証し、同

時にユーザー履歴を記録するセキュ

リティへの応用が多いようです。最

近では、オフィスへの入退室管理に

非接触のICカードが利用されていま

すが、RedTactonデバイス内蔵の携

帯端末をポケットに入れておくと、

ドアノブに触れるだけで個人認証さ

れ、開錠されるので、ICカードをか

ざすという行為が不要になります。

指紋認証などの生体認証と組み合わ

せることで、さらに強固なセキュリ

ティを実現することができます。ま

た認証を行うと同時に、誰が、いつ、

リスクポイントに接触したかを記録

することができます（図３参照）。

■■■事業化に向けた一番の課題とし

て、どのような点がありますか。

朝日 RedTactonというこれまで

にないヒューマンエリア・ネットワ

ーク技術を社会インフラ化するため

には、デバイスの小型化・低消費電

力化に加え、量産による低価格化が

鍵になります。数年後には、現在の

プロトタイプを大幅に小型化した商

品化バージョンを出したいと考えて

います。

■■■人体への影響はいかがですか。

朝日 RedTactonは、電流が人体

を流れることがない構造となってい

ます。しかし人体は電界を間接的に

受けてしまうため、人体内部に微弱

な誘導電流が発生しますが、これに

ついては、日常生活をしている環境

下で発生しているものと比較しても

同等以下のレベルです。

■■■本日は有り難うございました。

参考URL http://www.redtacton.com
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